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　　　　　平成11年度国立国語研究所公開研究発表会
　　　日本語学習のひろがり
一日本語総合シラバスの構築に向けて一
平成11年12月21日（火）午前ユ0時～午後5時
　　　　　国立国語研究所
　　　　　　　　　　　　　　【プログラム】
午前ユ0時　　　全体会（1）開会　　［会場：講堂（5階）］
　　　　　　　あいさつ　佐々木倫子（国立国語研究所日本語教育指導普及部長）
　　　　　　　事務連絡（事務局）
　　ユ0時15分ポズター発表者紹介
　　11時　　　ポスター発表　　［会場：講堂・講堂ロビー（5階），第ユ研修室（2階）］
　　12時　　　（昼食休憩）
午後　1時　　　全体会（2）開会　［会場・：講堂（5階）］
　　　　　　　発題Q「総合シラバスの構想と研究経過」
　　　　　　　　　　　　　　中道真木男（国立国語研究所日本語教育教材開発室）
　　2時　　　発題②「学習者と学習機会」
　　　　　　　　　　　　　　　　春原憲一郎（海外技術者研修協会本部日本語班）
　　2時40分（休憩）
　　3時　　　発題③「教育システムと学習者」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　足立祐子（新潟大学留学生センター）
　　3時40分指定討論者コメント
　　　　　　　　コメンテータ：J，V．ネウストプニー（桜美林大学）
　　　　　　　　　　　　　林さと子　（津田塾大学英文学科）
　　　　　　　　　　　　　佐々木倫子
　　　　　　討議　　　司会：中道真木男
　　4時55分閉会あいさつ　甲斐睦朗（国立国語研究所長）
　　5時　　　（終了）
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　　　　　　　　　平成・11年度国立国語研究所公開研究発表会
日本語学習のひろがり一日本語総合シラバスの構築に向けて一
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この件に関する事後の連絡先
国立国語研究所日本語教育教材開発室
　　〒ll5－8620東京都北区西が丘3－9－14
　　電話03－5993－7661（直通）’ファックス03－3906－3530（所内共用）
　担当者　中道真木男　ZVMO7143＠nifty．　pe．　j　p　　能波由佳　ynonami＠kokken．　go．
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平成11年度国立国語研究所公開研究発表会
日本語学習のひろがり一日本語総合シラバスの構築に向けて一
ポスター発表（12月21日（火）午前）
　　　　　　　　　　　　　　　　　【プログラム・会場】
10：00全体会（1）［会場：講堂（5階）］
　　　　　開会あいさつ（日本語教育指導普及部長佐々木倫子）　　事務連絡（事務局）
　　　　　ポスター発表者紹介（事務局）　各発表者より，2～3分の紹介
?
〜
11：00　ポスター発表
　　　ポスターは講堂（5階）・講堂ロビー（5階）・第1研修室（2階）の3箇所に展示されています
　　　　　　　　　　　　　　ポスター一一一1－2－3については，本日は発表者による説明はありません
　　　　　　　　　　　　　　　　　　［講堂（5階）］・
－1「視聴覚教材フォーラム5」グループ①「地域の日本語教室で映像教材を利用する」
－2「視聴覚教材フォーラム5」グルーフ②「就学生の『理解語彙』を『使用語彙1へと高める方法を考える」
－4対人認識から捉えた参加者記述（人物WG：山崎恵）
－5ジャンル（談話種別）の分類課題（ジャンルWG：石田恵里子）
－6タクティクスによる談話行動の記述（タクティクスWG：黒野敦子［金秀英］）
－7基本語用例データベースの構想（第1部会：有賀千佳子［桜木紀子］）
－8日本人の社会文化知識の調査一日本人の連想を記述する辞書のための語連想調査一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（第3部会：小川早百合・備前徹）
　　　　　　　　　　　　　　　　　［講堂ロビー（5階）］
－3「視聴覚教材フォーラム5」グループ③「仕事の場で人間関係をうまく保つ方法を視聴覚教材に学ぶ」
－9接触場面の伝達行動一「確認」の記述と分析一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（接触場面WG：武田誠・土井真美・永山友子・能波由佳）
－10学習者条件の記述（学習者WG：浜田麻里・文野峯子）
－11学習手段データベース作成の試み一教師のための授業設計支援システムの開肝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（学習手段WG：八田直美・藤長かおる・加藤由香里）
　　　　　　　　　　　　　　　　　［第1研修室（2階）］
－12「書きことば」と「話しことば」（書きことばWG：加納千恵子［田中真理］）
－13日本語ボランティアの問題（二通信子）
－14支援者（教授者）の役割（足立祐子）
－15現代語の複合辞の意味・用法（体系1研・山崎誠）
－16国立国語研究所の電子化語彙資料（体系2研・柏野和佳子）
－17対訳コーパスによるモダリティ表現の中日対照研究一「だろう」と「ba」をめぐって
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（招聰外国人研究員・曹大峰）
－18在日留学生の日本語学習動機に関する調査（日本語教育研修室・杉本明子）
12：00　ポスター発表終了（昼食休憩）
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ポスター発表の進め方について
　ポスターディスカッションの時間は60分とってあります。見て回る方のため，発表者は，3サイ
クル程度を意識して説明していただくのがよいと思われます。すなわち，20分程度で説明とひとと
おりの質疑・討論を行い，それを3回繰り返すといった心づもりをしてください。
　ポスターディスカッションでは，その場にいる方全員がすべての情報を共有できるように配慮して
ください。特定の方だけが発表者を独占して個人的に議論を始めるようなことのないよう，すべての
発言はその場にいる方全員に聞こえ，全員が議論に加われるように注意をお願いします。
　ただし，同じ会場で複数のポスターが展示されますので，周囲の妨げにならないことにも配慮をお
願いします。
ポスター配置一覧
講堂・講堂ロビー　5階 1研修室　2階
（
’
〜
※手洗いは各階の廊下端にあります。
※5階講堂ロビーに飲み物の用意があります。ご利用ください。
※公衆電話は1階正面玄関ロビーにあります。自動販売機等はありません。
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　　　　　　　　平成11年度国立国語研究所公開研究発表会
日本語学習のひろがり一日本語総合シラバスの構築に向けて一
　　　　　　ポスター発表（12月21日（火）午前）
1．「視聴覚教材フォーラム5」各グループの活動報告
C
（、
　国立国語研究所作成のビデオ教材『日本語教育映像教材初級編「日本語でだいじょうぶ」』を日本語
教授に使用する方法について，応募された方々によるワークショップを10月末に行いました。明日
12月22日に「視聴覚教材フォーラム5」公開発表会を開催し，ワークショップで作成された教案
例と討議経過をポスターと口頭発表で報告します。本日展示されているポスター－1～－3は，その
各グループのものです。発表者による説明は明日のポスター発表で行います。
ポスター－1
ポスター－2
ポスター－3
ワークショップ報告①
「地域の日本語教室で映像教材を利用する」　　［展示場所：講堂（5階）］
ワークショツプ報告②
　　　　「就学生の『理解語彙』を『使用語彙』へと高める方法を考える」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［展示場所：講堂（5階）］
ワークショップ報告③
　　　　　　「仕事の場で人間関係をうまく保つ方法を視聴覚教材に学ぶ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［展示場所：講堂ロビー（5階）］
プログラム
　　　　　　「視聴覚教材フォーラム5」公開発表会
　　12月22日（水）午前10時～午後5時国立国語研究所講堂
10：00開会
10：10基調講演　学習内容の立体化と映像（中道真木男［国立国語研究所］）
10：50　ワークショップ報告①「地域の日本語教室で映像教材を利用する」
11：40　（昼食休憩）
ユ2：50　ワークショップ報告②「就学生の『理解語彙』を『使用語彙』へと高める方法を考える」
13：40　ワrクショップ報告③「仕事の場で人間関係をうまく保つ方法を視聴覚教材に学ぶ」
14：30ポスター発表（グループ①～③が作成した教案と討議経過）
ユ5：20関連発表「非直線的アプローチによる基礎段階後期の教育と『日本語でだいじょうぶ』」
　　　（西口光一［大阪大学］）
16：00　討議
ユ7：00　（終了）
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　　　　　　　平成11年度国立国語研究所公開研究発表会
日本語学習のひろがり一日本語総合シラバスの構築に向けて一
ポスター発表（12月21日（火）午前）
2・「日本語総合シラバス」各部会・ワーキンググループ等における検討課題の紹介
?
??
　研究課題「日本語総合シラバスの構築と教材開発指針の作成」の下に設けられた各グループが行っ
てきた研究の趣旨や途中経過を報告します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※発表者名のうち［　］は，ポスター準備のみ担当の方
ポスター－4対人認識から捉えた参加者記述
　　　　　　　　　　　　　　（人物WG：山崎恵〈姫路濁協大学〉）［展示場所：講堂（5階）］
ポスター－5ジャンル（談話種別）の分類課題
　　　　　　　　　（ジャンルWG：石田恵里子〈国立国語研究所〉）［展示場所：講堂（5階）］
ポスター－6タクティクスによる談話行動の記述
　　　　　（タクティクスWG：黒野敦子〈日本国際協力センター〉
　　　　　　　　　　　　　［金秀英〈東京外国語大学研究生〉］）［展示場所：講堂（5階）］
ポスター－7基本語用例データベースの構想
　　　　　　　　　　（第1部会：有賀千佳子〈国立国語研究所〉
　　　　　　　　　　　　　　　［桜木紀子〈国立国語研究所〉］）［展示場所：講堂（5階）］
ポスター－8日本人の社会文化知識の調査一日本人の連想を記述する辞書のための語連想調査
　　　（第3部会：小川早百合〈聖心女子大学〉・備前徹〈専修大学〉）［展示場所：講堂（5階）］
ポスター－9接触場面の伝達行動一「確認」の記述と分析一
　　　　　　　（接触場面WG：武田誠〈東京外国語大学大学院〉・土井真美〈群馬大学〉
　　　　　　　　　　　　　　・永山友子〈筑波大学大学院〉・能波由佳〈国立国語研究所〉）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［展示場所：講堂ロビー（5階）］
ポスター－10学習者条件の記述
　　　　　　　　　（学習者WG：浜田麻里〈大阪大学〉・文野峯子〈岡崎学園国際短期大学〉）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［展示場所：講堂ロビー（5階）］
ポスター一11学習手段データベース作成の試み一教師のための授業設計支援システムの開発一
　　　　　（学習手段WG：八田直美〈国際交流基金〉・藤長かおる〈国際交流基金〉
　　　　　　　　　　　　・加藤由香里〈国際基督教大学〉）［展示場所：講堂ロビー（5階）］
ポスター－12「書きことば」と「話しことば」
　　　　　　　　　（書きことばWG：加納千恵子〈筑波大学〉［田中真理〈電気通信大学〉］）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［展示場所：第1研修室（2階）］
ポスター－13日本語ボランティアの問題
　　　　　　　　　　　　　　（二通信子〈北海学園大学〉）［展示場所：第ユ研修室（2階）］
ポスター－14支援者（教授者）の役割　（足立祐子〈新潟大学〉）［展示場所：第1研修室（2階）］
一7一
?（
　　　　　　　平成11年度国立国語研究所公開研究発表会
日本語学習のひろがり一日本語総合シラバスの構築に向けて一
　　　　　ポスター発表（12月21日（火）午前）
　　　　　　3．国立国語研究所内研究者の研究紹介
　研究所内で行われている研究からいくつかを紹介します。
ポスター－15現代語の複合辞の意味・用法
　　　　　　　　　　　　（体系第1研究室・山崎誠）［展示場所：第1研修室（2階）］
ポスター－16国立国語研究所の電子化語彙資料
　　　　　　　　　　（体系第2研究室・柏野和佳子）［展示場所：第1研修室（2階）］
ポスター－17　対訳コーパスによるモダリティ表現の中日対照研究
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一「だろう」と「ba」をめぐって
　　　　　　　　　　　（招聰外国人研究員・曹大峰）［展示場所：第1研修室（2階）］
ポスター－18　在日留学生の日本語学習動機に関する調査
　　　　　　　　　　（日本語教育研修室・杉本明子）［展示場所：第1研修室（2階）］
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　　　　　　　平成11年度国立国語研究所公開研究発表会
日本語学習のひろがり一日本語総合シラバスの構築に向けて一
　　　　　全体会（2）（12月2ユ日（火）午後）
　　　　　　　　　　［会場：講堂（5階）］
13：00公開研究発表会開会
　　　　発題①総合シラバスの構想と研究経過
　　　　　　　　　　　　　中道真木男（国立国語研究所日本語教育教材開発室長）
14：00発題②学習者と学習機会
　　　　　　　　　　　　　　　春原憲一郎（海外技術者研修協会本部日本語班）
14：40　（休憩）
15：00発題③教育システムと学習者
　　　　　　　　　　　　　　　足立祐子（新潟大学留学生センター助教授）
15：40指定討論者コメント・討議
　　　　　　　指定討論者：佐々木倫子（国立国語研究所日本語教育指導普及部長）
　　　　　　　　　　　　J．V．ネウストプニー（桜美林大学大学院教授）
　　　　　　　　　　　　林さと子（津田塾大学英文学科助教授）
　　　　　　　　　司　会：中道真木男
ユ6：55　閉会あいさつ　甲斐睦朗（国立国語研究所長）
17：00　（終了）
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